
片偶''7:鯛(f，司鱒〉地震1;:3念骨者?豊富で3万4干m'の輯蓮華窃捕がつくられる。牛骨2
輔、車草書15轍と静化措、それにパラ寄生悼とする密接のi車窓10諌 73事事提羅欝される

15;紅
二の t1l...禁
千用、の由

三君主欝き?:l

草遺言々 足
芸露五童手
余し六で

次
に
「
緩
盟
近
代
化
施
鰐
」
で
、
道
露

白
部
で
は
牛
舎
一
様
、
審
査
塊

智
混
合
三
腰
、
浄
化
嶺
二
幕
日
州
議
議
会

一
億
二
千
四
百
九
十
八
万
金
一
円
か

関
側
芸
部
門
で
は
、
潟
塗
十



間一幽..  

__.. 

市
総
務
部
財
政
謀
は
6
月
幻
旬
、
昭
和
幻
年
沼
町
で
い
る
。
一
方
1

持
母
度
の
按
閣
を
み
る
と
予
算

初

予

算

皐

要

昭

和

祭

喜

朗

8
・

m
…
の
う
ど
者
昔
、
①
市
自
主
翼
は
一
一
葉

t
u・
3
)
に
拍
け
る
予
算
由
う
ど
き
壱
守
安
」
一
で
、
二
百
九
倍
一
一
平
八
百
万
問
と
な
っ
た
。

ζ
れ

古
る
拙
屈
め
の
財
政
状
剖
亭
発
表
し
た
@
幻
年
度
…
登
別
年
同
期
と
比
べ
る
と
一
一
一
十
六
億
一
千
二
百
万

当
初
予
算
町
内
容
は
、
す
で
に
本
紙
4
月
号
で
苑
，
同
と
一
荊
磁
的
な
押
び
安
市
し
た
。
②
一
般
会
計
措

表
し
た
と
お
り
、
①
都
市
基
盤
否
務
錦
、
②
生
活
・
八
十
一
一
輯
一
一
一
千
五
百
方
向
で
、
前
安
定
よ
り
十
一

環
境
整
備
、
③
産
業
緩
務
段
援
察
、
@
教
育
文
化
"
幾
若
手
八
百
万
円
(
一
六
・
四
冊
)
増
え
た
.
③

の
向
上
自
問
つ
由
柱
を
雫
闘
に
総
予
察
首
む
玄
ハ
?
一
般
金
計
の
自
主
南
町
議
は
七
八
・
m
出
冊
、
抽
出
質
的

繍
笠
千
万
河
〈
一
般
金
計
七
十
一
一
一
億
一
平
え
百
万
…
経
費
で
あ
る
蓮
鱒
費
は
閉
口
ニ
・
七
骨
の
高
唱
と
な

汚
〉
を
計
上
1

効
率
的
な
市
政
運
営
に
取
り
く
ん
'
り
も
懐
辛
回
開
放
を
維
持
し
た
と
い
え
芯
て

報/

47年度.:tな施策一務
@都市議裂の灘欄

都市改造事業 634，434千円
公共下水道事業 711. 798 ~ 
道路新設改良事業 172. 655 ~ 
捕りょう新設改良事支 33， 335 ~ 
街路事業 301. 327 ~ 
"骨虻路整備事業 64，373 ~ 
都市下水密整備事業 初，950 ~ 
地下水源聾際発事業 2， 000 ~ 
φ生活穂積由競輔 長
会営住宅建設事業 286会017' ~ 
E第 1種90戸、第2種30戸、前年度継続の第Z種2Q戸〉芸
公園襲備事業 31，8∞ ま
じんいか焼却施設強健ぐ本年度揃分)82.813 ~ 
じんかい焼却施設帯整備 37， 924 ~ 

昨燃物埋立地型車備事業 11，375 主
義人態いの家盟主情 1， 511 ~ 
祭会都市推進事業 23，930 吉
公害対罰事業 22. 552 ~ 

消防施設整嬬 22，667 主
老人医躍対策 81，696 ミ
正70歳以上の医帯費自己負担解消D ~ 

震度障害章者の医樺対粛 4，747 ミ
C盟主醍摺由自己負揺解消〉 足

労働者金融対策費会預託金制度 20， 000 ~ 

@穣鎖経済の鎖興 宝
農業振興事業 6. 975 ~ 
欝産振興事業 60，554 足
止地敬良事業 40，404 ~ 
梧曹智!腕口堆砂対策 18. 500 ~ 

湖南平豊臣繍事業 ι400 S 
中小企業金敷対策資金預託金制度充実 80，000 ~ 
4砂教育文化の向上 E 
IJ噌校整備事業 430， 110 ~ 
幼稚題懇捕事業 1.200 ミ
公民館整備事業 7，412 ~ 
文化センタ」箆綴て沼地買収) 38，213 正
中学校盤備事業 305，773 
体育施設務備事史 81，517 
市民センター競備 18，020 

日章千
来期吾i
を監昌幸
九公主主畠長
毒表のき
童 t~

罰25認-8Fl2宮田仁揮週火時富山
陣30骨-15時30分〉貿い方的コy、じようずな係者茅
法、施設見学、儲梧と昔日車などー申し込み!求額 (22)
4 0 9 3 

神奈)11果王手塚消費生活センo'-



回
や
晶
、
ノ
ド
げ
札
制
問
識
や
痛
み
亭
怒
ζ
し
、
不
意
品
襲
う
げ
単
品
化
学
ス
モ
y
グ
土
中
時
視
す
る
た
め
、

市
川
問
答
課
で
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
巻
予
測
す
る

wオ
キ
シ
ダ
ン
ト

H
C制
定
を
続
け
て
お
り
、

も
し
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
た
場
合
は
た
だ
ち
に
広
報
無
錦
亭
通
じ
て
枠
意
報
奇
流
す
部
制
を
と
っ

て
い
る
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
盤
報
時
は
、
T
蕩
の
臨
岡
田
や
自
動
車
は
な
る
べ
〈
自
粛
し
て
ほ
し
い
。

六
月
六
回
、
平
塚
市
で
は
一
一
回
め
の
一
い
て
十
一
日
花
、
ま
た
、

光
化
学
ス
モ

y
F注
滋
報
が
、
聞
き
鶴
一
な
っ
た
も
の
目
、

!illjjj;!jjjjj! 
?i1!?;出!;;i三!?;!き
昨日持干見出ii宣
言?芸能;ihifi;i;if

ijj li; 
訂jiiiiRii欝議離盟主守ii!?;!?igi!;?iiiiui艶誌購鞭dii害時括
的;!??iij暫需摂!?iiiiijiii!
i!;t jjj!?iiiiiそ?i;iiFt!?21;;i!!?ilii 
iiiiTiijiiiiii!ltiiHifijGii!j!?! 
富!;jを{;;i1ii宅;;ilijj?jjjx!;!j?i;;j;i; 

(14) 

窃休戦 参加希望設は王手め!こ鶏区体育費量罪事会(公渓銭〉へ

豊富人戦・公療護劉〈テニス、水泳、援事〉 襲撃援体事事録へ

申 込 書刃2113午後5誇までに気持守合体務豊富肉体賓課へ

E
 

nM

伶，

7

a

 

z

m

m

a

a

 

R

7

0

鰐

9

2

1

e

 

，
，

a

z

 

n
a
n
a
n回
目
白
自
民
自
民
同
日
窃
・

7
3
0
7
9
3
3
0
0
7
3
9
7
3
5
g
 

2

2

2

1

3

2

Z

2

1

2

3

 

月
月

R
m
n
月
見
河

R
R
R
R月
月
河
湾
局

8
9
9
8
9
9
9
-
9
9
9
9
9
9
9
曾

9



必七ミ
タス
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夜

景

の

部

(

タ

膏

〉

m

・
閉
し
込
み
場
所
市
佼
所
税
務
部
市

・
申
し
込
毎
朝
俣
む
月
一
一
十
七
日
一
民
組
謀
ま
た
は
駐
奮
闘
事
務
室
へ

1::松波書聖子さん (20)松竹女優

東京都中野rz:東中野出身趣味

は水主主、体操 臼大n草卒
ミ主主が花ミなどに出演

ず流出突さん (24)松竹女優

横浜市中区出身趣味は彦楽、

フェワス京学院大卒ミNTVお
主主のワイ Fショー@飢える害者ミ

く〉交瀕E査本意日第1 I日平塚郵便局部 3 
H 第 2 富士銀行部 言

。救護所!日平塚郵便局前駅北口 議士銀行官官 i
O迷子案内所 !日平塚郵便局吉宮駅北口 富士銀 5
華子前 2 
0観光案内所拠出駅西口富士銀行部 E 
0$17シ一発着所国道1号線上駅前~明治生命 5
までの問

。自動草案内所 第1案内所Ctrlll訪中校庭〉 第 i
2案内所 (1日平再奇跡地〉 第3案内所(芸員養 5
IJ¥)校庭) 第4案内所(売約台体育館前広場) ~ 
第5案内所(花水小西側道路上〉 第5案内 Z
所(農業会館前) 第7案内所〈須篤踏切東 5
オーミケンシ問地内〉 第8笑内所(荒井El ~ 
動車北〕

。関係者駐車事場 完的台体育館前広場 2 
0観光パス駐車場 !日平間跡地平塚競輪場前駐 3
車場 2 
0乗用車専用駐車場松側、校庭才一ミケンシミ
m地内(主立応総切車側〉 江錫中校庭 祭主寄 iZ玄翠
小校庭 i嘉手革
。パス発重量所平塚議報電話局吉z i E3A霊

関虫)市

o公衆便所設霊童か所明石町公閣内線問公歯肉 i霊早護
平塚駅南口広場内 !日平荷跡地内 才一ミケ i喝E霊
シシ用地内 定諮問前パス発着所付近 i日童話 産品套
便局跡地

〈土〉1 
富喜男約台体湾皇宮前広場

翻よる 6ß寺"l'~9ß寺



」
ハ
月
市
議
会
の
最
終
日
目
二
十
二
期
間
林
省
関
京
武
磁
場
は
、
本
市
白
地
と
し
て
保
全
さ
れ
、
河
ま
た
は
県
と
い
え
ど
も
箔
過
で
き
な
い
問
題
で

呂
、
諜
会
運
営
苦
闘
会
(
片
品
問
常
土
中
央
に
位
首
躍
し
、
敷
地
詣
福
一
一
一
七
万
に
お
い
て
抗
出
荷
、
維
持
を
さ
れ
る
よ
あ
い
え

受
員
長
ほ
か
九
名
」
令
匂
か
ら
一
一
つ
平
方
い
叫
ヰ
~
捜
し
、
そ
の
思
事
'A倒
木
う
強
く
↑
要
望
し
、
地
方
自
治
在
、
間
決
京
市
に
日
い
て
は
、
州
内
海
岸
公

の
A-
議
案
が
提
出
古
れ
、
関
夜
行
訳
と
、
広
大
な
村
地
は
占
ミ
遂
に
広
第
二
噴
の
民
自
主
よ
り
滋
見
書
ヰ
一
提
事
叩
ぃ
白
黙
の
ま
ま
保
持
育
成
し
、
市

長
1
論
付
す
る
ζ
と
ヰ
ヂ
決
め
、
巧
由
d
b

勺
公
害
か
ら
市
民
宇
一
寸
る
た
め
け
山
出
し
ま
す
。
昭
和
年
6
月
間
以
百
民
患
の
場
と
す
る
こ
と
を
市
長
と

裂
が
省
筋
張
読
磐
明
跡
地
の
轄
地
残
さ
れ
た
時
一
の
資
源
と
し
て
久
レ

A
平
域
市
議
会
V

し
て
緑
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る

樺
A

置
に
関
す
る
讃
見
韓
}
提
出
先
e

〈
潤
い
を
与
え
て
現
在
に
い
た
っ
て
門
輯
離
の
摂
輯
は
閤
ず
る
憂
翠
}
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
相
模
湾
に

総
理
大
臣
、
自
治
大
臣
、
農
林
大
医
お
り
ま
す
が
、
と
白
藤
林
省
競
議
録

A
我
が
慢
の
林
業
は
、
世
界
有
数
由
罰
し
て
位
麗
し
、
市
域
白
東
西

K河

大
蔵
大
度
、
建
設

E
K
H
z
-
v
h
b
4
b
，

l
，

l
l
a
}
v
p

川
全
骨
寸
皐
地
濠

費

量

庁

長

議

会

て

審

理

書

と

麗

翠

鐙

封

建

制

判

的

条

件

に

か

ん

が

宮
、
経
高
金
回

z
t
i
滴

と

J
I
l
l
i
-
-
3
J
J
Eニ
一
三
宮
暑
苦

E
E

品
、
森
林
の
治
山

庁

、

首

都

騎

官

農

試

場

跡

地

の

緑

地

保

全

と

林

業

の

振

興

業

に

お

け

る

怨

委

員

会

委

員

長

笥

り

は

ゆ

る

が

せ

A
灰
関
す
る
と
ζ
ろ
に
よ
れ
ば
、
政
験
場
が
移
設
さ
れ
た
授
に
お
け
る
関
山
林
顕
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
に
で
き
な
い
問
題
で
も
あ
る
。

府
に
お
か
れ
て
は
、
同
七
夜
合
訂
副
題
と
し
て
如
尚
に
転
用
お
れ
る
の
か
近
毎
日
比
涯
の
一
途
宅
た
ど
り
、
閣
内
よ
二
¥
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

に
止
T
M…叫ん

f
部
川

FJ射
し
に
と
も
ま
た
む
の
料
金
は
と
っ
ん
ら
む
か
」
札
要
の
与
分
色
刷
た
し
て
い
な
い
抽
出
第
何
回
会
に
お
け
ら
哲
人
品
日
山
間
(
林
水

と
い
、
本
市
江
戸
同
十
町
一
9
、
ハ
民
弥
約
出
ど
市
民
の
聞
に
不
安
寄
生
じ
て
お
り
状
に
お
わ
可
民
主
針
会
の
決
議
む
起
一
回
号
何
惜
し
、

三
一
一
臥
験
場
在
日
ド
地
に
お
転
す
る
構
強
ま
一
七
林
紫
の
断
ー
は
、
た
λ
に
京
武
賢
一
日
も
一
九
午
く
決
議
に
沿
っ
た
胞
警
官

が
打
ち
出
害
れ
、
既
日
仏
具
陣
需
の
作
本
市
議
会
は
、
と
の
際
、
市
民
自
源
花
か
か
む
G
問
題
の
み
で
hr芝
、
議
ぜ
ら
れ
る
孟
つ
強
く
整
型
す
ら
ム
吉

成
が
会
ぶ
れ
て
い
る
と
の
ζ
と
で
あ
り
不
安
を
一
掃
す
べ
え
と
む
跡
地
を
静
注
保
全
比
多
大
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
昭
和
幻
年
6
月
幻
自

事
7
0

公
警
か
る
、
市
民
亭
守
る
た
め
目
提
も
の
で
あ
っ
て
、
山
林
田
な
い
京
市

A
平
塚
市
議
会
V

笈
の
在
、
町
内
舎
や
レ
夕
刊
グ
ェ
マ
会
議
見
附
台
武
道
場

ー
シ
ョ
ン
協
会
な
ど
で
一
関
か
れ
る

V
m明
百
・
ミ
ザ
ル
1
、
初
訟
に
よ

掃
し
い
盆
時
期
り
大
金
や
、
フ
ォ

i

ろ
し
く
、
ド
レ
ミ
の
殿
、
そ
の

ク
ダ
ン
ス
に
相
極
的
に
書
加
し

τ
他

も
ら
い
た
い
亡
、
平
塚
レ
タ
』
ぷ

強鹿沼麗句彊甑司.~.筆画監司直言盟彦司酒量

@ 

<>作品募集く〉
歯車車..俳句 r夏季雑詠J 1人2勾小島鳩
主主選 短歌「亙の雑詠J 1人2首以
内中村清劉郎選 )11栂 rとんIlc'J
1人3匂以内浅沼青島選

豊富応募 e宮製はがきで8月初日までに浅間町
9-1平塚市教育委員会社会教育課
へ{潜22・11剖内線45め

豊富資格・市内荘使、在勤、在学者

慰その銭・応募作品は未発衰のものに際基

ー
ジ
ョ
ン
協
会
は
、
民
綿
・
プ
才
門
嵩
競
り
崩
ぎ
践
鏡
説
明
酉
金
〕

ー
ク
ダ

y
ス
講
習
会
を
関
龍
オ
マ
と
き
・

7
月
民
日
(
火
)
刊
日
時

る

。

せ

ひ

、

書

加

を

か

ら

問

時

円
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
輯
朝
商
会
〕
マ
会
場
・
見
好
品
口
容
強
調

マ
と
き
・

7
R
M日
(
市

o
m時
ヤ
曲
目
・
東
山
一
R
音
頭
、
さ
く
ら
有
一
日

半

1
U時
頚

、

い

い

現

た

な

、

そ

自

…

他
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ん



遠藤
えんどう

合住所在芦所421養地位尾工務底勤
務¢湯藤正信さん (29)と蓑利子さ

ん (24)由長女、 11か月・身長70宇
品重量9九のいたずらっ子。取材〈写
真〉の目、真紀ちゃんはトタメ1Iり耳買
加暑苦しい自でママがチョキチョキ

したそうで、写真うつりを，G'I!記、残
念がるととしきり、でも、可愛いら

しい有紀ちゃんでした。パノてママど

も}ζ福島県出身。今月は応募56人の
中から、有紀ちゃんが選ばれた.

8月30日の百日ぜ
吉・ジフテ旦ア・五車傷風複合予防銭

重量より不用となる。

呂月初日からは、母子手帳と新ら

しく郵送された問診察壱憲で書き込

んで会場へ持ってきてほしし、

4修会場で必要なも白
①今までに予防媛種を受けたととの

ある人についてはー母子手帳、今

まで使っていた予防接重量手授、新

しい問診票

②今までに予防接種在受けたととが

ない人は←母子手様、新m官診索
③転入してきた人ia:-今まで使って
いた母子手帳、新しし澗診業

なお、機診察が郵送されなかった

湯告は、主至急、市役所保健衛生課

民連結を。また、間診棄が使い終

うたときは会場で受けとってくだ

古い。

覇討議・軍事1歳まで巴赤ちゃんなら
どなたでも受けられます。さ当臼は母

字手曜を忘れずに持ってきてほしい

臨時潤・午前日時30分~10時30分

輯巡回日程

7月20日〈木3
'" 279 (木〉
昌月3日〈木3
.， 10日(;;c)
# 17日E木〉
.， 24尽く木コ

遊間公民館

金呂公民館

按島公民館

横内即効襲会所

前腕公民館

吉沢公民館

ーをご干IJ用ください

挙式開始時寺間

市民センターでは、より多くの方々に結婚式

場を利府していただくため、挙式の時間は、

}日つぎの宮間を期意しております。

。午前号待 。午後1時

。午前9ff寺50分 0午後1時50分

。午前10時40分 。午後2時40分

。午前11時30分 0午後3ff寺30分

。午後4時20分

各時間とも 挙式3合分写真撮影30分

披露宴1待問30分です。なお、式や披露宴

に遅れないよう、早めにおでかけください。
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関巡鶴田事墨

7Pl6日 小秘書曹予金書轟く10時~15時30骨〉

口ツト支部献立証金(?-コ

(10時~15時'30分〉
時草クラウシコノレク (10時~15時〉

神奈川トヨタ平揖題難所く10時~12時〉

鐙輔土木銃験者麗 (13時~15時〉
総理地区富掛金正10時~15時〉

中原地震由損金 (10時~15持〉
草在京地区自掛金 (10時~15碍〉

?- 7諮
ク 15自
ク 17国

8J'l2O羽
9' 22a 
O' 27自

凶ライオシズクラブ174車、
輩、古河特殊金覇71'家、連軍機液轄醸

51車、日遜ド干Z揮宝霊感21>転 費す339:<侯

おとな
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